
物流部会（第5回）

開催

日時

2026年 7月8日（水）

15:00~18:00（予定）
※終了後、懇親会を予定しています。（会場参加者のみ）

ワークスタイリング大手町
（東京都千代田区大手町1-2-1 Otemachi Oneタワー6階 ）

― サプライチェーン経営の高度化に向けた情報交換 ―

会場

AI・データ活用や業界動向の共有に加え、各社におけるサプライ
チェーン課題（物流費・欠品・在庫・供給リスク等）への対応や、
業務改革・意思決定高度化の事例を共有します。これにより、会員
企業の事業成果につながる議論を行います。

AI・データ活用によりサプライチェーン課題を解決し、
事業成果につなげるための情報交換を行う部会です部会です

https://forms.office.com/r/ZMSbpZ6di3

申込

[申込締切] 2026年7月3日（金）17:00

◆FY26方針共有（サプライチェーン課題の整理）
◆最新動向（AI需要予測／在庫最適化／可視化 等）
◆企業事例（欠品削減／コスト改善／業務効率化 等）
◆ネットワーキング（異業種間の課題共有・連携機会創出）

内
容

スケジュール

第7回第6回第5回

5月20日
（水）

10月21日
（水）

1月14日
（木）

開催形式・プログラム

対面＋オンライン（Teams）開催形式

Fujitsu ユーザーコミュニティ会員（経営層・組織
長）
・サプライチェーン／物流に課題をお持ちの方
・在庫・需給・業務の高度化を検討されている方
・物流費高騰や供給リスクへの対応を検討されている方
・異業種との連携・情報交換に関心のある方

対象

富士通より、サプライチェーン領域におけるAI・データ活用の最新動
向を共有します。需要予測・在庫最適化・物流可視化を通じて、
欠品削減・コスト最適化・供給リスク低減を実現するためのアプロー
チをご紹介します。後半では、参加企業様同士で自社の課題や取
組について意見交換を行い、業種を越えた連携の可能性を探りま
す。

内容
（予定）

Fujitsu User Community 事務局 AI部会担当 E-mail：contact-family-community@cs.jp.fujitsu.com1

https://forms.office.com/r/ZMSbpZ6di3


第5回 物流部会（開催予定）

2026年7月8日（水）15:00～18:00（終了後、懇親会開催）開催日時​

対面＋オンライン（teams）開催形式

物流・サプライチェーン領域に課題意識を持つFujitsuユーザーコミュニティ会員
（物流部門、企画部門、情報システム／DX部門ほか）
※部会未参加の会員、初めて物流部会に参加される方も歓迎します

対象

調整中挨拶

ワークスタイリング大手町（東京都千代田区大手町1-2-1 Otemachi Oneタワー6階 ）会場

テーマ ：調整中
登壇者：調整中

情報提供

テーマ：調整中
テーブルディ
スカッション

申込開始前申込状況
Copyright 2026 Fujitsu User Community

2024年問題への対応を背景に、Sustainable Shared Transport株式会社の最新事例や取組みを共有いただくとともに、
物流効率化法における特定事業者の届出・指定制度本格施行に伴う物流統括管理者（CLO）義務化について情報提
供を行う予定です。物流最適化、共同配送の具体化、CLOを含む体制づくりなどを切り口に、FY26に向けて部会として深め
ていく論点や企業間連携の可能性について、テーブルディスカッションを中心に議論します。
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物流部会 活動計画案（FY26）

Copyright 2026 Fujitsu User Community

全体活動

最新トレンドの情報提

供と合わせて会員各社

の取組状況を相互に

議論します。1社単独

では解決困難な課題

を抽出し、企業間の壁

を越えた具体的な連携

の可能性を検討します。

CLOラウンドテーブルで

の情報提供された内容、

各社の意見の解説、

業界の先進動向を受

けて、会員各社の実態

を共有します。

これまでの議論を統合

し、実務レベルで連携

内容を深化。リソースの

相互活用や標準化に

向けた具体的な合意

形成を図り、実践へと

繋がるアクションプラン・

提言を取りまとめます。

CLOをテーマに各社の

取組状況の意見交換、

FY26ゴールの共有

ロジスティクス領域にお

ける先進情報の収集

と課題認識の統一

持続可能な物流の実

現に向けた連携策の

策定

FY26
ゴール

第7回
1月14日

第6回
10月21日

第5回
7月8日

サステナブルなロジスティクス実現

という社会課題に向け、会員相互

の協力によって課題解決を促進し、

会員企業の本業へ貢献する

本部会は「サステナブルなロジスティクスの実現」に向け、全3回の活動を通じ先進情報の提供や、企業単独では解決困難な
課題への連携策を検討します。
FY25までの知見を基盤に、FY26は「企業間連携の具体化」をゴールの一つとし、新たな物流モデルを目指します。活発な議
論により連携の可能性を明確化することで、会員各社の本業貢献と地域社会への貢献を目指し、具体的なアクションを後押
しする取組みとして実行します。

成果物

業界を超えた基盤（標準化・

組織・データ）の検討に向け、

1社では解決できない課題への

対応策（モデル）を提案する
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物流部会 開催計画（FY26）

Copyright 2026 Fujitsu User Community

サステナブルなロジスティックスの実現に向け、会員相互の協力によって
課題への対応を促進し、会員企業の本業への貢献を目指します

第5回 7月8日（水） 第7回 1月14日（木）

物流2024問題解決へ
経営におけるCLOの役割

テーマ

CLOをテーマに各社の取組状況の
意見交換、FY26ゴールの共有

目的

Sustainable Shared Transport
株式会社
代表取締役社長 髙野 茂幸

情報提供

DynamicSC事業部
Unified―Logiグループ

富士通
情報提供

テーブルディスカッションその他

物流2024問題解決へ
物流革新とテクノロジー活用経営

テーマ

物流2024年問題に対し、共同で
実現するストーリーを検討する

目的

有識者
会員企業

情報提供

DynamicSC事業部
Unified―Logiグループ

富士通
情報提供

参加企業の事例紹介（１社）
テーブルディスカッション

その他

第6回 10月21日（水）

物流2024問題解決へ
業界を越えた共創

テーマ

部会として共同で実現できる
取組みを検討し、発信する

目的

有識者
会員企業

情報提供者

DynamicSC事業部
Unified―Logiグループ

富士通
情報提

参加企業の事例紹介（１社）
テーブルディスカッション

その他

FY26テーマ案
・2024年問題・法規制へに向けたテクノロジー（無人配送、
共同配送）
・サプライチェーンの可視化（物流停滞リスク、ラベリングの
標準化、システム連携）
・サプライチェーンのAI・デジタル技術の活用
・CLO人材育成
・物流コストの上昇を、サービスの質向上や経済成長につな
げる「好循環」の実現に向けた議論（値上げ、賃上げ、イン
フレ目標など）
・企業間連携・マッチングと「課題共有の場」の創出

【第5回は】
CLOラウンドテーブルの解説・振返り
高野部会長新しい取組していたらご紹介

角井様へ第6回か第7回に100千円で
登壇依頼
物流部会はsalesとの接点拡大として継
続

目
的

4


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2: 第5回 物流部会（開催予定）
	スライド 3: 物流部会 活動計画案（FY26）
	スライド 4: 物流部会　開催計画（FY26）


